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目　　　的
　藻類と細菌には密接な関係があり、細菌は
藻類の発育に影響を及ぼすことがよく知られ
ています。しかし、日本の最重要養殖品種の
一つであるノリでは、どのような種類の細菌
がノリの発育促進に関与しているかは、明ら
かにされていませんでした。そこで本研究で
は、スサビノリから分離した細菌のなかから、
スサビノリの発育促進細菌を見出すことを目
的としました。

方法と結果
　スサビノリの葉状体から約300菌株の細菌
を分離・培養しました。そして、これらの細
菌のノリに対する発育促進効果を調べるため
に、細菌株を無菌化したスサビノリのプロト
プラスト （細胞壁を除去した細胞, 図1） に添
加して、混合培養を行いました。混合培養後、
正常に発育したノリの正常再生体 （図1） を
計数し、細菌の発育促進能を比較しました。
細菌を添加しない無菌培養区では、ノリの正
常な発育はほとんど観察されませんでした （図
2）。一方、細菌添加区では細菌種によりノ
リの発育は異なり、なかでもα-プロテオバ
クテリアの Hyphomonas 属の細菌株は高い
発育促進能を示しました （図2）。以上の結果
から、Hyphomonas 属細菌が、スサビノリ・
プロトプラストの発育促進に関与しているこ
とを明らかにしました。

波 及 効 果
　ノリの発育促進細菌をノリの育種に利用す
ることで、ノリの効率的かつ安定的な育種が
可能となり、他のノリ養殖品種への応用が期
待されます。さらに、発育促進細菌のノリへ

の作用機構の解明や発育促進物質の特定など
の研究に発展させていきます。
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図1　�スサビノリ・無菌プロトプラスト（左）と細菌添加に
より分化した正常再生体（右）

図 2 　�細菌添加によるスサビノリ・プロトプラストの正常再
生率の比較

細 菌 無 添 加 区 で は ノ リ の 正 常 再 生 率 は 非 常 に 低 い が
Hyphomonas属添加区では、無添加区に比べて有意にノリの
発育を促進した。
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